
 「教育の接続化」を推

進するために、11月の定

例研（市川市の教職員で取り組む年８回の教育研究会）は中

学校ブロックを単位として行われました(11/9)。 

 高谷中ブロックでは二俣・信篤幼稚園の教諭も参加し、田

中教育長を講師とした基調講演の後、各分科会に分かれて研

究・検討を行いました。 

 講演では、「幼稚園・小学校・中学校・高等学校をつな

ぐ」をテーマに、「『教育の接続化』の深化と充実の鍵は量

よりも質である。また『滑らかな接続』と子どもたちの発達

段階に合わせた『適切な段差』の設定をすることが大切」な

どの話がありました。10の分科会では、各校の実態や取り組

みをもとに、今後の実践の方向や内容について活発な意見交

換が行われました。  
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                      ～次のような目標を掲げています～ 

自分や他人を大切にし、社会の中でたくまし

く生きていくことのできる子どもを育てる 

自らの役割と責任を担いながら、た

がいに連携して教育の向上に取り組

む家庭・学校・地域を実現する 

 教育環境の整備を図り、質の高  

   い市川の教育を推進する 

人をつなぐ 未来へつなぐ 市川の教育 

 市川市では「市川市教育振興

基本計画」に基づき、「人をつ

なぐ 未来へつなぐ 市川の教

育」を基本理念として具体的な

取り組みを進めています。 

そ の 中 の「未 来 へ つ な ぐ 教

育」では「教育の接続化」を合

言葉に、子どもの発達の連続性

を重視しています。 

 例えば、幼稚園・保育園と小

学校できめ細かな「引き継ぎ」

を行ったり、同じ学区内で幼稚

園・小・中学校が生活のきまり

や学習内容の確認をするととも

に、子どもたちや教員の交流を

進めたりして、接続を図ってい

ます。 

 このような「教育の接続化」

により一人一人の成長を支援し

て い く こ と で、小 １ プ ロ ブ レ

ム・中１ギャップなどの課題に

も対応し、子どもたちが地域と

関わりながら、安心して楽しく

学校に通い、力を伸ばすことの

できる教育環境づくりを進めて

います。     【指導課】 
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【受賞者(敬称略)】 

 12月13日、今年度４回目の図書交流があり、塩焼小３年生が塩焼

幼稚園に出向き、年長組と交流をしました。 

 ３年生は事前に園児が楽しんでくれそうな絵本を選んで、学校や家

庭で何度も練習してこの日に臨みました。どの子も園児によく見える

ように絵本を開き、ゆっくりわかりやす

く優しい声で読み聞かせをしています。 

 交流４回目になると、園児たちはお兄

さんお姉さんの読み聞かせを、ストー

リーを理解しながら一生懸命に聴いてい

ます。 

 図書交流を通して、塩焼幼稚園と塩焼

小学校の心の交流は続いています。 

高谷中ブロックの

定例研で「教育の

接続化」について

講演する田中教育

長＝高谷中で 

 11月７日、二俣幼稚園できらきら祭りがありました。園児

が迎えるのは二俣小学校の１年生です。「わなげ」や「ヨー

ヨーつり」など13の店が出され、園児たちの「いらっしゃー

い」と元気な呼び込みで祭りが

始まりました。 

 園児たちは呼び込みをしたり

ゲームの説明をしたりと、１年

生のために一生懸命に活動し、

どの店も用意した景品が次々に

売り切れていきます。 

 二俣幼稚園と二俣小学校の交

流は、様々な形で定期的に行わ

れています。 

【
教
育
セ
ン
タ
ー
】 

氏　　　名 役　　職　　名

伊　東　秀　樹 　市川市立真間小学校　校長

西　　　博　孝 　市川市立大柏小学校　校長

髙　瀬　一　男 　市川市立行徳小学校　校長

渡　邊　　　誠 　市川市立南行徳小学校　校長

田　代　資　二 　市川市立福栄小学校　校長

荒　　　士　郎 　市川市立妙典小学校　校長

稲　木　康　雄 　市川市立大洲中学校　教頭

濵　田　郁　子 　市川市立第八中学校　教諭

片　岡　玲　子 　市川市立中山小学校　教諭

大　塚　孝　司
　市川市立北方小学校　学校医
　市川市医師会　参与

　梶　山　　　愓　　市川市立鬼高小学校　学校歯科医

外　口　恭　子 　市川市立高谷中学校　学校薬剤師
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 市川市PTA連絡協

議会主催の教育フォー

ラムが10月13日、勤

労福祉センターで開催

されました。 

  

 

 

 当日は100名あまりの市内PTA会員が、小学校７グループ、中学

校３グループの計10グループに分かれ、PTA参加率をあげるため

の取り組みや家庭における教育方針等について話し合いました。各

グループには、進行役としてＰ連役員が、助言者として宇田川教育

委員長、五十嵐教育委員をはじめ市教育委員会関係職員が加わり、

活発な意見交換がなされました。 

 話し合い後、各グループから発表があり、「他の学校の取り組み

が聞けてよかった」「他の学校も同じような問題を抱えていること

がわかった」等の意見が出されました。 

 PTA会員が悩みを共有できる場の大切さやPTA活動や組織の必要

性が感じられる１日となりました。     【生涯学習振興課】 

 10月27日、南行徳幼稚園で公開研究会がありました。 

 この日は「ようちえんまつり」に向けた取り組みを中心に活

動が展開されました。 

 年長組の園児たちは、「ようちえんまつり」で年尐組の園児

たちに喜んでもらえるように、一生懸命に「髪飾り」や「バッ

ク」作りなどに取り組んでいました。園児たちは、様々な材料

を駆使して思い思いのものを作り

上げていきます。 

 「ようちえんまつり」に向け一

丸となって活動する年長組の園児

たちの姿が、とても頼もしくもあ

り、ほほえましくもありました。 

     【教育センター】 

 新井小学校では、学習支援クラブを活用して地域の茶

道家である向後政子先生を講師として招き、クラブ活動

で茶道を行っています。 

茶道クラブには、茶道に興味を持った４年生から６年

生まで16名の子どもたちがが参加しています。取材した

日(10/19)は、向後先生の具体的なアドバイスを受けな

がら、茶道の一つ一つの作法について、実際に体験しな

がら学んでいました。また、クラブ担当教員もクラブ活

動を通して茶道について学び、お茶をたてる難しい所作

を教えるなど、向後先生とともに子どもたちの指導をし

ていました.。 

 子どもたちは「日本の伝統文化を感じることができ

た」「ゆっくりとした動きが楽しい」などと、茶道の魅

力を感じとっていました。和やかな雰囲気の中にも、尐

し緊張して和の文化に親しんでいる子どもたちの姿から

も、今年３年目である向後先生の取り組みが担当教員と

の協力で実を結んでき

ていると感じました。 

 向後先生は、「茶道

の作法を知ってもらう

ことだけではなく、

『おもてなしの心』に

ついても伝えていきた

い」と、話されていま

した。   

【指導課】  

新
井
小 

わんぱくセミナーの第４回目は

尐年自然の家で毎年恒例のチャレ

ンジランキング大会(10/16)！ 

自分の身体や身近な道具を使っ

て誰でもどこでも楽しめるこの

競技で、大いに盛り上がりまし

た。みんな学校で掃除をしっか

りしているのでしょう。「雑巾

がけ20メートル走」では好記録

を連発しました！午後は当日参

加してくれた20名近くのリー

ダ ー と、歌 や 踊 り に 鬼 ご っ

こ…。歓声と笑顔に包まれ、

「みんなで遊ぶ楽しさ」を体

感した１日でした。 

第5回（最終回）は３つの小

学校を会場に思い出クラフト

＆ フ ァ イ ナ ル ゲ ー ム 大 会

(11/13)。 

わんぱくセミナーには市内

36の小学校から156名が参

加（昨年度より30名増）。そ

のうち、142名の冒険者たちが

修了証と記念の缶バッチを受け

取りました。 

この事業は市川市の未来を支え

るリーダー育成事業の初級編で

す。リーダーとしての第一歩を

踏み出した冒険者たち！中学生

対象の「ジュニアリーダー講習

会」でみんなと逢えることを心

待ちにしています。 

【青尐年育成課】 

飛ばせ！飛行機＝第５回わんぱくセミナーで 

 信篤幼稚園の公開保育を取材しました(11/28)。 

 遊びが始まると「ドロケイやるよー」「もっと集めよう」

「ドッジボールやろう」「入れて」とあちらこちらでお互いに

声をかけ合う姿が見られました。さらに園児たちは、縄跳びの

縄を使って「電車ごっこ」をするなど、園内にあるものを自分

たちのイメージに合わせて活用し

ていきます。ビー玉転がしなどの

室内遊びでも、「レールまだ短い

ね」「つなげよう」と園児たちは

つながります。 

 一人一人が、積極的に友だちと

かかわる姿が見られました。                     

       【教育センター】 

11月19日、市川市市民会館で

市川市合同学習発表会が開催さ

れ、市内23校の小・中学校特別

支援学級が参加し、日頃の学習

の成果を発表しました。 

 小 学 生 は、劇 や ダ ン ス・音

楽・組体操など、子どもたち一

人一人の個性を生かした発表を

しました。各学校の発表に、会

場から大きな歓声が上がってい

ました。 

 中学生は、各校で発表した合

唱や合奏・群読・劇などで、観

客の皆さんへメッセージを込め

た演技を披露しました。互いを

意識し、声をそろえる姿に子ど

もたち同士の気持ちのつながり

を感じました。 

 合同学習発表会に参加した児

童生徒が、これまでの練習で頑

張ったこと、緊張

の中でも力を十分

に発揮できたこと

を、それぞれの自

信として、次のス

テップに進んでほ

しいと思います。 

 【指導課】 
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◆◇  教育委員と児童生徒との交流会◇◆    

市川市こども作品展・新聞展が市川市文化会館で11月

９日～13日に開催されました。出品数は2,435点（う

ち新聞は50点）、来場者数は9千人を超えました。 

 

 

 

今年度は小学校で

の新しい学習指導要

領 の 完 全 実 施 に 伴

い、意図的に凹凸を

つけた画面に絵をか

くなどの、新しい表

現方法を取り入れた

作品が多く出品され

ました。また、中学

生の作品はより高度

な技法の作品が展示されており、子どもたちの成長が感

じ取れた、という声をいただきました。 

来年度も、皆さんに喜んでいただける作品展をめざし

ていきます。 

＜来場者の声＞ 

○私自身、3・11や原発事故、世界の変動に心が縮こ 

まってしまったようでしたが、作品を見て気分が大らか

になりました。素晴らしい作品をありがとう！ 

（保護者） 

○子どもたちの表現力と感性に驚きました。来てよかっ

たです。（保護者） 

○今日見た作品を、家に帰って粘土で作ってみたいと思

います。（低学年児童） 

                    【指導課】 

 「遊・友スポーツランキングち

ば」への申請の上位校らしい、レベ

ルの高い「長縄集会」を参観しまし

た。その後、授業参観、６年生との

交流会を行いました。交流会では教

育委員会の仕事についての質問もあ

り、「教育委員会の仕事に興味を

持ってくれてうれしいです」と、教

育委員も感心していました。 

 各教室を回り、英語・美術・国

語などの授業を参観しました。 

 その後、１・２年生の生徒会本

部役員と部活動部長との交流会が

あり、教育委員は「中学生らしい

立派な意見を聴くことができまし

た」と、これからの下貝塚中を背

負っていく生徒たちの頼もしさを

感じていました。 

 ５年生３学級と筑波大学附属聴

覚特別支援学校５年生との交流活

動を参観しました。その後、５年

生代表との交流会。 

 教育委員は特別支援学校との交

流について、「今日の交流会は有

意義でしたね。さりげない配慮を

していました。自然に交流してい

る姿に感動しました」と話してい

ました。 

 ３年生の社会科の授業を参観しまし

た。子どもたちは地域の店を見学した

ことを劇や紙芝居にするなど、工夫を

凝らした発表をしていました。 

 教育委員は「１回の見学で、よくあ

れだけ調べてまとめましたね。感心し

ました」と感想を述べていました。 

 授業参観した学級との給食交流会で

の会話も弾んでいました。 

下貝塚中(11/29) 

新井小(10/25) 

稲荷木小(11/17) 10月１日、２日はレクリェーション宿泊研修。遊びの達人

で、総合子どもの遊び情報研究室の代表・東 正樹先生の指導

のもと、ゲームの基礎を楽しく学びました。 

10月30日は恒例の登山実習。心配された天候も、みんなの

思いで雨雲を吹き飛ばして無事決行！昨年に引き続き大多摩観

光連盟の登山ガイドの指導のもと、御岳山から奥の院、鍋割山

と集団登山を体感し、全員が登頂！帰りに立ち寄ったロック

ガーデンでは、みんな童心に返って大はしゃぎでした。 

そして11月27日は最終回。午前中は「ボランティア活動に

ついて考える」をテーマにグループワークトレーニング、午後

は一年間の振り返りと修了式。 

例年以上に受講生の笑顔が輝いていたこの一年、楽しい活動

には思いっきり生き生きと、厳しい活動には粘り強く全力で取

り組む姿勢が立派でした。中学1年から３年間続けて講習会に

参加した受講生も多く、「わんぱくセミナー」にもボランティ

アとしてたくさん参加してくれました。57名の未来のリー

ダーたち、修了お

めでとう！これか

らもよろしく！ 

＜受講者の感想＞ 

○とても充実した

一年間でした。 

○いろいろな地域

の友だちと関われ

て、行動範囲が広

がりました。 

【青尐年育成課】 

全員集合！ジュニアリーダー講習会修了生 

第66回市川市児童生徒音楽会が

11月10日、11日、市川市文化会

館で開催され、市内の小・中・特

別支援学校56校の児童生徒が合

唱・吹奏楽・管弦楽等で日頃の練

習の成果を発表し合いました。 

また、招待演奏では、市川市内

の小学校でも指導していただいた

ことのある、菅原光朗さん率いる

「風鼓」による力強い和太鼓演奏

も行われました。 

回を重ねるたびに参加児童生

徒、保護者等入場者も増え、今年

度 は、２ 日 間 で 4,688 人 が 参 加

し、2,600人を超える方が応援に

来てくださり、充実した音楽会と

なりました。当日運営に当たって

下さった先生方、そして係のお手

伝いをしてくれた中学生の皆さ

ん、ありがとうございました。  

会場の皆さんからは、

「美しい歌声に感動しました。純

粋な子どもの気持ちがそのまま歌

に表れていました」「澄んだ歌声

が心に響き、心が洗われる気がし

ました」「本当に感動しました。

こ の 会 が ず っ と 続 き ま す よ う

に…」等、子どもたちの意欲につ

ながる感想を多数いただきまし

た。        【指導課】 

児童生徒音楽会 

国府台小(12/15) 

作
品
展
・
新
聞
展 

【
教
育
政
策
課
・
教
育
セ
ン
タ
ー
】 



（４）201２年（平成２４年）１月２５日（水） 教育いちかわ No.１６９ 

 昭和57年の開級以来、中学

校の就学年齢を超えて中学校の

卒業資格を与えるべく広く門戸

を開き、これまでに240名が卒

業しました。 

 30年間、地道に教育活動を

続けてきたことが評価され、今

回の表彰になりました。千葉県

内唯一の夜間学級であり、近隣市からも受け入れています。また、

外国籍の生徒も多く、日本語の習得とともに知識や技能を身に付

け、進学を目指しています。 

 授業は午後５時30分から午後９時までで、教科は昼間の中学校と

同じです。生徒の年齢も10代から80代と幅広く、年齢や国籍に関

係なく一緒に学んでいます。「今からでも遅くない」という言葉を

学級訓にして、日々、向学心を持って臨んでいます。 

【教育センター】 

 長年にわたり図書館の機能を十分活用し、組織的・計画的に読書活

動を推進してきたことが今回の受賞に結びつきました。 

 中国分小学校の図書館には、動物や宇宙などに関する専門的な図鑑

も配架されています。これは発達段階に応じた図書に加え、優れた図

書に触れさせたいという司書教諭や学校図書館員等、教職員の願いに

よるものです。まさに「未来に夢を抱き、希望に向かって力強く学ぶ

児童を育成する」という学校教育目標に則した選書といえます。 

 また、魅力的なブックトークや単元別・テーマ別に整備されたブッ

クリストによって、子どもたちの読書意欲はますます駆り立てられて

います。 

 創立40周年を記念して作成した「中国分小のおすすめ図書100冊」

というリストも、子どもたちの注目を集めています。 

 先生方の懐かしい思い出

や、子どもたちに伝えたい

気持ちがたくさん詰まった

「お勧め本の紹介」、そし

て、地域や保護者の方々に

よる読み聞かせや、ボラン

ティア団体「キャベツおば

さん」による放課後の支援

などが、全校の読書活動を支えています。 

 今回の受賞を機に、子どもたちの瞳がますます輝くよう、学校図書

館の活性化とともに読書活動の推進を期待しています。               

 【指導課】 

市川歴史博物館 企画展示のお知らせ 
 

  

  

  

  

 

 

＝関連行事＝ 

 ○ギャラリートーク    

  日時 ３月 ４ 日（日）、４月 ８ 日（日） 

     ５月 ５ 日（祝）、５月２７日（日） 各回１４：００～ 

  講師 歴史博物館 学芸員  ※ 申込不要。直接会場へお越しください。 

 ○講演会 「絵図の世界にようこそ（仮題）」 

  日時 ３月１８日（日）１４：００～１５：３０         

  会場 市川歴史博物館 ２階講堂 

  講師 杉本 史子 先生（東京大学史料編纂所准教授） 

  定員 ７０名  ※申込の詳細は「広報いちかわ」にてお知らせいたします。 

会  場  市川歴史博物館 ２階特別展示室 

開館時間  ９：００～１６：３０ 

休 館 日  毎週月曜日（祝日の場合は火曜日）  

入 場 料  無料 

問い合わせ 市川歴史博物館 

       〒２７２－０８３７ 市川市堀之内２－２７－１ 

       電話 ０４７－３７３－６３５１ 

 市川市内の歴史的な景観や環境がわかる絵図・地図な

どを中心に、実物や写真パネル約５０点を公開します。 

 市川市を知る貴重な機会です。ぜひお越しください。 

整理の進む古い地図 

 国府台小学校の学校支援活動は、学習活動だけではなく、学校行

事、環境整備、子どもたちの安全確保など幅広い領域で行われていま

す。また、花ボランティア、読み聞かせ活動、安全パトロールなど、

支援活動が年間を通して継続的に行われていることも大きな特色で

す。多様で継続性のある支援活動は、子どもたちのニーズに応えるこ

とができるだけでなく、多く

の地域の方々が学校に集う機

会にもなっています。  

 学校支援地域本部による学

校支援活動の効果が、学校教

育の充実にとどまらず学校を

核とした地域コミュニティづ

く り に ま で 及ん で いる こ と

が、今回の表彰の大きな理由

になりました。 

【教育センター】 

 今回、３校の教育活動が評価され、表

彰を受けました。読書活動は市川市が何

十年にもわたり積み重ねてきたもので

す。地域との連携も、コミュニティサ

ポートや学習支援クラブなど市川市全体

で取り組んでいる活動です。また、夜間

学級での生涯を通した学びは、「教育の

接続化」という学びの連続につながって

います。 

 今回の表彰は市川市の教育活動全体が

評価されたものといえます。今後も「人

をつなぐ 未来へつなぐ 市川の教育」

という基本理念に基づいた教育活動を推

進していきます。 

         【教育センター】 

子どもの読書活動 優秀実践校 文部科学大臣賞  － 中国分小学校 － 

－ 国府台小学校 学校支援地域本部 － 

優れた「地域による学校支援活動」推進にかかる 

                文部科学大臣表彰 

千葉県教育功労賞 団体の部 

－大洲中学校夜間学級－ 

花ボランティアの皆さん 


